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先
日
、「
ひ
だ
ま
り
」
の
原
稿
依
頼
が
届
き
、
偶
々
社
協
へ
行
く
用

事
が
あ
っ
た
の
で
、
歴
代
の
皆
様
は
ど
の
よ
う
な
原
稿
を
書
か
れ
て
い

る
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
事
務
局
で
保
管
し
綴
じ
て
あ
っ
た
「
ひ
だ
ま

り
」
を
見
せ
て
も
ら
い
お
借
り
し
て
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

驚
い
た
こ
と
に
「
ひ
だ
ま
り
」
の
創
刊
第
１
号
は
、
平
成
８
年
３

月
１
日
で
私
が
保
護
司
の
任
命
を
受
け
た
年
の
事
で
し
た
。
そ
し
て
創

刊
号
の
挨
拶
の
中
で
当
時
の
会
長
は
『「
ひ
だ
ま
り
」
が
会
員
相
互
の

融
和
と
使
命
達
成
の
場
と
し
て
永
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
念
願

す
る
。』
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
22
年
経
っ
た
今
、
会
員
相

互
の
広
報
紙
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
広
報
担
当
者
の
御

苦
労
は
如
何
許
り
か
と
推
察
し
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

私
は
、
真
言
宗
豊
山
派
と
い
う
宗
派
の
僧
侶
で
す
が
、
保
護
司
会

と
の
出
会
い
は
、
私
の
父
が
長
く
保
護
司
を
務
め
て
い
た
の
で
す
が
、

平
成
４
年
に
遷
化
致
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
寺
の
総
代
の
１
人
が
西
ブ

ロ
ッ
ク
の
保
護
司
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
父
の
後
任
と
し
て
保
護
司
を

し
な
さ
い
と
ご
推
薦
頂
い
た
の
で
す
が
、
父
と
２
人
で
お
寺
の
業
務
を

遣
り
繰
り
し
て
い
た
の
を
す
べ
て
１
人
で
熟
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
取

り
敢
え
ず
慣
れ
る
ま
で
少
し
待
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
お

寺
の
仕
事
が
多
忙
で
研
修
会
な
ど
の
行
事
に
は
中
々
参
加
で
き
ず
劣
等

生
の
会
員
で
大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
と
反
省
を
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
私
共
宗
派
の
中
に
保
護
司
を
さ
れ
て
い
る
方
が
沢
山
お
り
、

他
地
区
の
保
護
司
の
皆
様
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
当
地
区

の
よ
う
に
社
協
が
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
の
は
全
国
的
に
見
て
も
本
当

に
少
な
い
よ
う
で
す
。
誠
に
有
り
が
た
い
こ
と
で
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
い
ち
か
わ
社
協
の
方
々
に
は
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第68回　社会を明るくする運動
市川市　平成30年７月 4日（水）
浦安市　平成30年７月11日（水）

市川市 出陣式

浦安市 街頭キャンペーン

保
護
司
会
と
の
出
会
い

市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会
　
　
　
　
　

常
務
理
事
　
島
根
　
太
真
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市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か

ら
更
生
保
護
活
動
に
多
大
な
御
尽
力
と
御
支
援
を
賜

り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
12
月
に
再
犯
防
止
推
進
計
画
（
計
画
期

間
は
平
成
30
年
度
か
ら
５
年
間
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

再
犯
防
止
に
向
け
た
政
府
の
取
り
組
み
は
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
入
り
ま
し
た
。
特
に
、
重
点
課
題
の
１
つ
で

あ
る
「
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
強
化
」
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
根
差
し
た
更
生
保
護
活
動
を
行
う
上
で
、
刑
事

司
法
手
続
き
終
了
後
（
保
護
観
察
で
あ
れ
ば
期
間
満
了

後
）
を
含
め
た
“
息
の
長
い
”
支
援
に
つ
な
げ
る
上
で

も
大
切
で
す
。犯
罪
や
非
行
の
背
景
に
は
社
会
的
な「
孤

立
」
が
あ
り
ま
す
。
保
護
観
察
対
象
者
や
そ
の
家
族
等

が
「
孤
立
」
を
深
め
な
い
た
め
に
も
、
地
方
公
共
団
体

を
始
め
、
地
域
住
民
の
御
理
解
、
御
協
力
の
も
と
、
地

域
に
根
差
し
た
活
動
、“
息
の
長
い
”
支
援
を
着
実
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
一
朝
一
夕

に
は
解
決
し
な
い
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
、
そ
し
て
被
害
者
を
生
ま
な
い
幸
福
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
皆
様
方
の
引
き
続
き
の
御
理
解
、

御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
市
川
浦
安
地
区
の
市
川
市
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

市
川
浦
安
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素

か
ら
更
生
保
護
活
動
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

千
葉
で
の
勤
務
は
、
昨
年
４
月
か
ら
で
２
年
目
と
な

り
ま
す
。
昨
年
中
は
通
勤
で
通
過
す
る
場
所
と
の
認
識

が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
、
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
き
っ
か
け
に
市
川
市
へ
の
理
解
を
よ
り
一
層

深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
区
主
任
官
と
し
て
は
通
算
４
年
目
の
勤
務
と
な
り

ま
す
が
、
市
川
と
い
う
土
地
で
の
保
護
観
察
等
の
業
務

は
初
め
て
で
あ
り
、
ま
た
、
研
鑽
が
至
ら
な
い
部
分
も

多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
多
々
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
司
の
皆
様
の
処
遇
経
験
や
地
道
な
犯

罪
予
防
活
動
を
基
に
今
後
と
も
ご
指
導
等
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

孤
立
を
防
ぐ“
息
の
長
い
”支
援

千
葉
保
護
観
察
所
　
　
　

所
長
　
原
沢
　
和
茂

千
葉
保
護
観
察
所

市
川
担
当
保
護
観
察
官
　
　
　

後
藤
　
桂
次

浦
安
担
当
保
護
観
察
官
は
引
き
続
き
田
中
美
樹
様
が

担
当
さ
れ
ま
す
。

多
摩
少
年
院
を
視
察
し
て

中
嶋　

貞
行
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

多
摩
少
年
院
で
Ｙ
君
と
の
面
接
を
行
っ
た
。

Ｙ
君
と
の
出
会
い
は
27
年
９
月
、
１
号
観
察
の
少
年

で
す
。
専
門
学
校
に
通
学
し
、
夜
間
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
活
発
で
は
っ
き
り
と

物
事
を
言
う
少
年
で
し
た
。
家
庭
環
境
も
父
親
は
単
身

赴
任
中
だ
っ
た
が
両
親
と
の
関
係
は
良
く
取
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
た
。

約
１
年
が
経
過
し
解
除
申
請
の
手
続
き
を
初
め
た
頃

事
件
を
起
こ
し
審
判
の
結
果
試
験
観
察
を
経
て
再
度
１

号
観
察
と
な
り
、
そ
の
後
学
校
も
卒
業
し
運
転
免
許
も

取
得
し
た
矢
先
に
ま
た
事
件
を
起
こ
し
少
年
院
送
致
が

決
ま
っ
た
次
第
で
す
。

多
摩
少
年
院
は
国
内
で
最
初
に
出
来
た
少
年
院
と
の

事
で
、
環
境
も
良
く
少
年
の
更
生
施
設
と
し
て
申
し
分

の
な
い
所
と
思
わ
れ
た
。

施
設
に
着
く
と
職
員
室
で
担
当
の
主
任
官
が
、
Ｙ
君

の
態
度
や
生
活
状
況
、
両
親
と
の
面
会
の
様
子
な
ど
を

話
し
て
く
れ
、
そ
の
後
収
容
棟
へ
案
内
さ
れ
、
面
接
室

で
彼
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
。
第
一
印
象
は
精
悍
な
顔

と
体
つ
き
、
25　
kg
の
減
量
を
し
た
と
の
事
。

面
接
室
は
個
室
で
立
ち
合
い
人
も
な
く
２
人
だ
け
で

色
々
な
話
が
で
き
た
。
今
は
エ
ク
セ
ル
の
勉
強
中
で
試

験
に
受
か
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
事
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を

任
さ
れ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
の
思
い
、
ち
な
み
に

Ｆ
Ｃ
東
京
の
選
手
、
関
係
者
が
指
導
励
ま
し
に
来
て
く

れ
て
い
る
と
の
事
他
。

ま
だ
ま
だ
伝
え
た
い
思
い
は
沢
山
あ
る
が
彼
が
成
長

し
て
退
院
し
て
く
れ
る
事
を
願
い
つ
つ
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。
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が
ち
だ
が
、
解
放
的
な
施
設
も
あ
る
と
知
っ
た
。
地
域

で
生
活
し
て
い
く
少
年
た
ち
に
は
、
地
域
で
の
協
力
や

支
援
が
不
可
欠
と
再
認
識
し
た
研
修
だ
っ
た
。

一
泊
研
修
に
参
加
し
て

伊
藤　

孝
子
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
刑
務
所
を
見
学
し
て

宮
井　

洵
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

第
４
回
地
区
代
表
者
等
協
議
会
に
参
加
し
て

山
﨑　

孝
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
30
年
２
月
26
日
早
朝
、「
有
明
高
原
寮
」
を
視

察
す
る
た
め
に
長
野
に
向
け
て
参
加
者
22
名
で
出
発
し

た
。
天
候
の
不
順
や
途
中
渋
滞
な
ど
も
あ
り
心
配
し
な

が
ら
の
道
中
だ
っ
た
が
、
曇
り
空
が
段
々
に
青
空
と
な

り
、
予
定
よ
り
早
め
に
長
野
に
入
る
な
ど
幸
先
の
良
い

研
修
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

「
有
明
高
原
寮
」
は
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
鐘
の
鳴
る

丘
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
「
松
本
少
年
学
院
」
が
前
身

で
、
地
域
に
開
か
れ
た
少
年
院
で
あ
る
。
特
色
を
生
か

し
、
担
任
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
自
己
の
問
題
と
向
き

合
う
温
泉
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
親
子
の
絆
を
深
め
る
親

子
合
宿
、
情
操
を
豊
か
に
と
合
唱
発
表
コ
ン
サ
ー
ト
や

出
院
後
を
考
え
て
の
実
習
体
験
な
ど
、
少
年
た
ち
は
豊

か
な
自
然
と
教
育
内
容
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
社
会

復
帰
を
目
指
し
て
取
り
組
み
、再
犯
率
も
低
い
と
言
う
。

塀
が
な
い
開
放
的
な

施
設
は
地
域
住
民
に

と
っ
て
も
体
育
館
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ク
ラ

ブ
活
動
な
ど
で
定
期

的
に
利
用
し
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設

と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
も
驚
い
た
。
矯
正

施
設
と
言
う
と
閉
鎖

的
な
施
設
を
想
像
し

７
月
20
日
、
千
葉
刑
務
所
施
設
見
学
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
明
治
40
年
竣
工
赤
レ
ン
ガ
の
造
り
の
正
門
、
奥

に
入
り
本
庁
舎
、
画
期
的
な
レ
ン
ガ
造
り
で
、
明
治
時

代
か
ら
の
建
物
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
全
国
で
も
千

葉
刑
務
所
だ
け
と
の
こ
と
で
し
た
。
研
修
を
担
当
し
て

下
さ
い
ま
し
た
職
員
の
説
明
で
は
、
初
犯
、
刑
期
10
年

以
上
無
期
ま
で
の
成
人
男
子
、
30
ヶ
国
の
人
を
収
容
し

て
い
ま
す
。
現
在
受
刑
者
数
は
８
８
２
名
と
の
事
で
し

た
。
長
期
受
刑
者
の
刑
務
作
業
製
品
は
高
品
質
で
多
種

類
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高

齢
化
に
な
っ
て
30

年
以
上
経
過
し
て

の
出
所
、
社
会
生

活
に
適
応
す
る
に

は
大
変
な
事
で
あ

る
と
痛
感
し
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
大

変
意
義
の
あ
る
研

修
会
で
し
た
。

平
成
29
年
度
第
４
回
地
区
保
護
司
会
代
表
者
等
協
議

会
、
並
び
に
研
究
協
議
会
が
３
月
15
・
16
日
の
２
日
に

渡
り
、
鴨
川
ホ
テ
ル
三
日
月
で
開
催
さ
れ
た
。
お
よ
そ

70
名
の
保
護
司
が
千
葉
県
内
各
地
か
ら
参
集
し
て
の
協

議
会
で
あ
っ
た
。

１
日
目
の
研
究
協
議
会
に
入
り
、
連
合
会
長
の
「
保

護
司
活
動
推
進
研
究
協
議
会
」
の
結
果
報
告
に
続
き
、

保
護
観
察
所
か
ら
は
「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
協
議
会
」

の
結
果
報
告
と
、
再
犯
防
止
推
進
法
・
保
護
司
の
安
定

的
確
保
に
つ
い
て
も
触
れ
、
翌
日
の
研
究
協
議
会
に
繋

げ
ら
れ
た
。

「
保
護
司
の
安
定
的
確
保
」
に
つ
い
て
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
千
葉
県
内
の
保
護
司
充
足
率
は
89
％
（
現

員
数
１
２
６
２
人
／
定
数
１
４
１
８
人
）
で
あ
り
、
年

齢
構
成
に
刮
目
す
る
と
、
60
歳
以
上
が
81
％
・
そ
の
内

70
歳
以
上
が
33
％
、
つ
ま
り
、
76
歳
で
の
定
年
退
任
を

考
え
れ
ば
、
新
任
の
保
護
司
が
加
わ
ら
な
い
限
り
県
内

の
保
護
司
人
数
は
、
ほ
ぼ
こ
の
６
年
内
に
確
実
に
現
在

の
３
分
の
１
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

２
日
目
の
グ
ル
ー
プ
別
討
議
・
全
体
討
議
の
後
に
は

講
評
が
あ
り
、
重
ね
て
「
保
護
司
の
安
定
的
確
保
」
の

重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

今
回
の
協
議
会
か
ら
は
、
保
護
司
各
々
が
真
剣
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
深
刻
な
問
題
の
渦
中
に
あ

る
こ
と
と
、
今
ま
で
以
上
の
尽
力
へ
の
期
待
と
そ
の
必

要
を
力
強
く
伝
え
ら
れ
た
。

2月26日　有明高原寮

7月20日　千葉刑務所

去
る
４
月
25
日
、
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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退
任
に
あ
た
っ
て

赤
塚　

哲
朗
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

部
会
長　
中
溝
敬
子　

副
部
会
長　
中
村
龍
民

　
　
　
　

中
嶋
貞
行　

真
島
節
子　

今
西
美
和
子

広
報
部
会

広
報
部
会
で
早
一
年
。
日
々
勉
強
で
す
。
今
号
も
無

事
に
お
届
け
で
き
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。�

真
島

編
集
後
記

新
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

細
谷　

肇
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
30
年
７
月
1
日
委
嘱

退
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

吉
田　

一
美
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

�

平
成
26
年
３
月
１
日
委
嘱
～　

�

　
　

平
成
30
年
２
月
28
日
退
任

青
木　

康
雄
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

�

平
成
21
年
７
月
1
日
委
嘱
～　

�

　
　

平
成
30
年
４
月
30
日
退
任

赤
塚　

哲
朗
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

�

平
成
14
年
５
月
25
日
委
嘱
～　

�

　
　

平
成
30
年
５
月
24
日
退
任

山
崎　

晶
司
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

�

平
成
20
年
７
月
1
日
委
嘱
～　

�

　
　

平
成
30
年
６
月
30
日
退
任

　

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
行
事
予
定
（
平
成
30
年
）

９
月
３
日
（
月
）�

理
事
会
・
第
二
期
地
域
別
定
例
研
修
会

（
市
川
市
文
化
会
館
）

９
月
11
日
（
火
）
一
日
駐
在

　
　
　
　
　
　
　

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

９
月
12
日
（
水
）
～
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

一
泊
研
修
会
（
名
古
屋
刑
務
所
）

９
月
21
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

10
月
19
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

10
月
20
日
（
土
）
～
21
日
（
日
）
浦
安
市
民
ま
つ
り

11
月
３
日
（
土
）
い
ち
か
わ
市
民
ま
つ
り

11
月
７
日
（
水
）
理
事
会
・
第
三
期
地
域
別
定
例
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

�

（
市
川
市
文
化
会
館
）

11
月
16
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

11
月
20
日
（
火
）
一
日
駐
在

　
　
　
　
　
　
　

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

11
月
22
日
（
木
）
第
62
回
千
葉
県
更
生
保
護
大
会

　
　
　
　
　
　
　

（
君
津
市
）

12
月
21
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

平
成
14
年
４
月
に
保
護
司
の
委
嘱
を
受
け
、
定
年
ま

で
16
年
間
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
僕
の
献
血
し
た

腕
の
注
射
痕
を
見
て
「
先
生
も
や
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
て
み
た
り
、
突
然
に
「
人
に
追
わ
れ
て

い
る
か
ら
助
け
て
く
れ
！
」
と
ド
ロ
ド
ロ
の
ズ
ボ
ン
姿

で
我
家
に
と
び
込
ん
で
き
た
り
等
々
。
対
象
者
ご
と
に

相
手
の
気
持
ち
を
十
分
に
考
え
て
、
話
し
合
い
を
重
ね

ま
し
た
。
今
は
真
面
目
に
な
っ
て
、
道
で
逢
う
と
必
ず

今
、
思
う　
～
大
人
の
責
任
～

�

富
山　

勝
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

犯
罪
や
非
行
の
無
い
明
る
い
社
会
を
創
る
た
め

に
は
、私
た
ち
ひ
と
り
一
人
が
、ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
思
い
や
り
の
心
で
人
と
接
し
て
い
く
こ

と
が
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
子
ど
も
は
社
会
を
映
す
鏡
」
と
言

う
考
え
方
に
立
っ
て
み
る
と
、
大
人
は
、
子
ど
も

達
の
手
本
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う

事
だ
と
思
い
ま
す
。

千
葉
県・子
ど
も
の
誓
い
「
７
つ
の
大
切
な
こ
と
」

①
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」、
規
則
正
し

い
生
活
を
大
切
に
し
ま
す
。

②
「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
の
あ
い
さ
つ

を
大
切
に
し
ま
す
。

③
「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
言
え

る
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま
す
。

④
お
友
達
や
お
年
寄
り
周
り
の
人
を
大
切
に
し
ま

す
。

⑤
嘘
を
つ
か
ず
、
正
直
に
話
し
、
話
し
合
い
を
大

切
に
し
ま
す
。

⑥
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル

を
大
切
に
し
ま
す
。

⑦
夢
を
持
ち
、
何
事
も
諦
め
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま
す
。と
教
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
大
人
は
、
常
に
子
ど
も
達
の
手
本
に
な

る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
言
動
に
注
意
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

声
を
か
け
て
く
れ
る
人
も
い
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。
結
局
は
自
分
自
身
の
人
生
勉
強
が
出
来
た
気
が
し

ま
す
。
市
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
々
に
い
ろ
い
ろ

ご
指
導
や
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

元
会
長
　
照
井
　
親
資
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

去
る
平
成
三
十
年
二
月
十
二
日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。（
在
籍
三
十
六
年
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃　報
（敬称略）


